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小金原御鹿狩
小金原御鹿狩（こがねはらおししかり）は、江戸時代に徳川将軍が現在の千葉県松戸
市の小金牧の中野牧を中心として、鹿・猪等を狩った大規模な狩である。
鹿狩と言っても、獲物には猪等、鹿以外の動物も多数含まれている。 狩には将軍の娯
楽だけではなく、軍事演習と将軍の示威、農作物に害をおよぼし小金牧の馬と餌が競
合する草食動物、馬を襲う野犬の駆除等の目的もあった。
小金牧は江戸の西に比べ平坦で、江戸に近く、農耕地に囲まれながら農耕地でない小
金牧は、大規模な鹿狩の場所として適していた。狩場では御立場を拠点として狩を
行った。御立場は高5丈（約15m）、方180間（約320m）の台状に土を盛った山で、
将軍の居場所にふさわしい調度品があった。
家斉
寛政7年3月5日。子の刻に出て、両国橋から舟 - 水戸橋から馬 - 卯の刻半に松戸で休
息 - 辰の刻半に狩場に着いた。名前があるのは、将軍の側近だけであり、鹿・猪を獲
るのは一種の特権であったことが示唆される。

国立公文書館に『大狩盛典』としてまとめられた多数の資料があり、御立場の東の高
柳から、かがり火を焚いて獲物を追い立てる夜景を描いた、1811（文化8）年、早稲
田大学図書館蔵『総州小金原御鹿狩図』、1854（嘉永7）年『小金原田蒐之図』、御
立場までの御成道を詳細に描いた千葉県立図書館蔵『小金原御鹿狩之記図会（写）』、
御立場付近を描いた筑波大学附属図書館蔵『小金御鹿狩町間付画図』ほか多数の記録
がある。
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伺候・祗候（し－こう） 貴人のそば近くに仕えること
行騰（むか‐ばき）
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よ
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狩
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狩
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狩
も
此
御
例
に
習
は
せ
給
ふ
よ
し
な
れ
ば

女
画
史
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と
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狩野 惟信（かのう これのぶ、宝暦
3年10月15日（1753年11月9日）
- 文化5年1月9日（1808年2月5
日）は江戸時代の木挽町（こびき
ちょう）家狩野派7代目の絵師であ
る。父は狩野典信で、子に狩野栄
信がおり、鍬形蕙斎が弟子だった
時期がある。号は養川（法眼時
代）、養川院（法印時代）、玄之
斎。号と合わせて養川院惟信と表
記されることも多い。

【翻刻】



ケンブリッジ本

船橋本



書かれたモノは一定ではない

時間的推移
※写すたびに異本が派生（目移、誤写）
※完本残存とは限らない
※意味を考えず書写多（可読性を無視）
※時代の推定
※料紙・顔料の分析
※欠落を埋める 時には贋作も
※鑑定の意味（極め札・箱書）

モノの保証ではない
※稀書複製会物・コロタイプ印刷物



それではこのセッションを終わりにします
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